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概要

名称 第1回FESコンテスト
（Financial Education Support Contest for Student）

内容 FESコンテストは、中高生が小学生のために金融教育動画を制作し、そのできば
えを競うコンテストです。優秀な作品は消費者庁や当機構などによって教材とし
て使用されます。

趣旨 FESコンテストの目的は、小学生から大学生まで、さまざまな年齢層の生徒・児童
が「金融教育を自分ごととして考える」ようにすることです。

FESコンテストは、当機構が制定したお金の8つの力「使う」「稼ぐ」「納める」「貯め
る」「備える」「贈る」「借りる」「増やす」の力を総合的に高め、社会で生き抜く力の
獲得に資することを目指して、開催されました。

また、年下世代の子どもたちにとってわかりやすい教材を制作するためには、伝
えたいことを自分自身が深く学ぶ必要があります。その過程をとおして理解が
いっそう深まると同時に、相手の立場にたって考え発信する力が身につくことも
期待しています。

3



募集要項

募集部門 「Study部門」
お金に関する8つの力「使う」「稼ぐ」「納める」「貯める」「備える」「贈る」

「借りる」「増やす」から一つを選択
小学生向けの金融教育の要素を含むこと

応募期間 2023年6月15日～2023年9月15日

応募資格 全国の中学生・高校生
※チーム・学校・個人応募すべて可

応募方法 LINE公式アカウントまたはGoogleフォーム

作品条件 募集テーマにそった45秒～60秒の縦型動画作品
他のイベントやコンテストなどで未発表の作品
他者の著作権を侵害しないオリジナル作品
アニメーション・実写など表現方法は問いません。
文字・音声の有無は問いません。

応募条件等 販売する作品ではないため、人物が写った場合のモデルリリース（肖像権
使用許諾同意書）等の提出は不要ですが、被写体の許諾はお取りいただ
きます。
商品のロゴ等を消す必要はありません。
音楽を付ける場合、商用利用可能な音源を利用していただきます。
権利に関するトラブル等について当機構は責任を負いかねます。
応募件数に制限はありません。

著作権の扱い 映像化権および二次使用権など、入賞作に発生する著作権（著作権法第
27条および第28条の権利を含む）は主催者に帰属します。
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意義・メリット

各年齢層にとっての意義

大学生
（運営担当者）

大学生はイベント運営をとおして、チームで大きなことを成し遂げる経験
が得られます。その経験は就職活動や円滑な社会生活を送るために役立
ちます。また、社会に出る前に、金融教育を自分ごとと考える機会にもな
ります。

中高生
（動画制作者）

学んだことを小学生のために発信することで、身の回りの人以外の誰かに
自分のメッセージを届けるという体験ができ、発信力を身につけるきっか
けとなります。
また、発信するためにアイディアをまとめる過程で、お金について考える
機会を得られます。動画制作も、学校では学べない有益な体験となります。

小学生
（動画視聴者）

年齢の近い中高生が制作した動画を身近に感じながら楽しむことで、お金
のいろいろな力を学べます。

ステージごとのメリット

学修ステージ 当機構が策定した「お金の8つの力」から興味ある項目を生徒自身が選び、
動画を制作するという取り組みは、受け身の金融教育とは異なり、深い学
びが得られます。
応募作品は自分よりも年下の世代に向けたものであるため、動画の内容
を考えることは、他者へ伝える力が身につくPBL（課題解決型学習）といえ
ます。

制作ステージ 若年者の間で急速に広まっている動画コンテンツですが、学校教育現場で
動画制作を学べる機会は多くありません。生徒たちが自主的に動画を制
作する場を設けることで、学校現場ではなかなか取り上げられない実習の
機会を提供します。

活用ステージ 学校教育における金融教育は、必要性の認識が高まってはいるものの、明
確な指標や尺度がない創成期にあります。そうしたなかで当機構は、金融
教育を支援する団体として独自のプログラムを展開しています。
FESコンテストの受賞作品も当機構の教材として使用されるほか、消費者
庁が主催する勉強会などでも利用される予定です。FESコンテストは表彰
されて終わりではない、実践的なイベントです。
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タイムライン

6月8日 大学生運営実行委員募集開始

6月12日 一般財団法人三菱みらい育成財団により助成事業に採択さ

れる

6月15日

～9月15日

作品応募期間

10月10日 一次審査、ファイナリスト20作品発表

10月31日 最終審査、通過8作品と学校賞発表

11月1日

～11月15日

最終審査通過者が運営事務局とオンライン面談

11月26日 第1回FESコンテスト表彰式

最終審査通過8作品の賞を発表

懇親会
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賞金・副賞

賞 件数 副賞

最優秀賞 1 5万円相当

優秀賞 2 3万円相当

万博賞 1 2万円相当

審査員特別賞 1 1万円相当

クリエーター賞 1 1万円相当

奨励賞 2 5千円相当

最優秀校賞 1 特別ゲストによるオリジナル授業の開催

加えて、一次審査を通過した20名にはファイナリストオリジナルNFT
バッジを、上記受賞者には受賞者オリジナルNFTバッジをお渡ししま
した。

また、ご応募くださったすべての方に対する敬意の証としてお届けし
た「参加証明書」は、記念や思い出とするほか、新たな進路へ向かう際
に「中高生のとき力を入れたこと」の証明などとしてもお使いいただけ
ます。
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協力団体紹介（後援）

後援 消費者庁
公益社団法人2025年日本国際博覧会協会
東京都

東京都では2023年5月26日から2025年3月31日までの事業期
間で「金融経済教育に関する講師派遣事業」を実施しています。当機
構も10名の講師を派遣しています。

助成 一般財団法人三菱みらい育成財団

FESコンテストは6月12日付で三菱みらい育成財団の2023年度
助成事業のうち、教育事業者等が行うより先進的、特徴的、効果的な
「心のエンジンを駆動させるプログラム」に採択され、3年間の支援
を獲得しました。金融教育事業者としては初の選出となります。
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協力団体紹介（協賛）

【協賛（シルバー）】

株式会社ホテル三日月は、FESコンテストへの協賛に加え、ワーク
ショップ「FESコンテストへの道 in 木更津」の会場提供、ワーク
ショップ参加特典としてプール入場券（一人2,600円相当）をご
提供いただきました。

（東京新聞：2023年09月16日掲載）
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協力団体紹介（協賛）

【協賛（シルバー）】

株式会社ODKソリューションズは、本コンテストでの実績を第三
者に対して証明する体験実績NFTの発行と、「クリエーター賞」の
動画作品を収めた特製デジタルアートフレームの授与を支援いた
だきました。

また、東京ビッグサイトで開催された「JAPAN MOBILITY 
SHOW 2023（ジャパンモビリティショー）」の学生レポーターと
して大学生運営委員が参加し価値創造の機会をご提供いただき
ました。
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協力団体紹介（協賛）

【協賛（シルバー）】

行政書士法人GOALは、新規ビジネス立ち上げ、融資や補助金に
よる資金調達、法人設立、許認可申請など、企業経営をトータルで
支援することを使命とし、分野ごとに特化した専門チームによる
対応で、質の高いサービスを提供しています。

また、大学生運営委員が企業訪問し、インタビューした紹介記事を
執筆いたしました。
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協力団体紹介（協賛）

【協賛（シルバー）】

三鷹ヒロクリニックは、東京都三鷹市で美容医療をおこなっている
クリニックです。今回のご協賛にあたって「稼ぐ」をテーマとした1
分間の縦型動画を自ら制作、SNSに投稿してFESコンテストを盛
り上げてくださいました。
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協力団体紹介（協賛）

【協賛（ブロンズ）】

株式会社リフレサービスは、個人向け確定拠出年金や資産運用、
年金・社会保険、リスクマネジメント・保険などに関する相談業務や
セミナーをおこなうFP事務所です。

株式会社グロウニッチは、インターネットマーケティング、インター
ネットコンサルティングの他、Webサイト制作、ECサイト構築、
ホームページ更新管理、Web広告代理などのサービスを手がけて
います。

株式会社KS Oneは、「投資をもっと面白く」を目指し、動画によ
るIRサポートや投資系動画コンテンツの企画制作、金融・投資サー
ビスのプロモーション、動画マーケティング支援などのサービスを
提供しております。
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報道掲載

2023年 2024年

6月6日：Yahoo！ニュース
8月24日：神戸新聞社
8月28日：山陽放送（TBS系列）
9月5日：四国新聞
9月8日：新千葉新聞
9月14日：産経新聞
9月16日：東京新聞
9月23日～30日：J:COM（木更津
地域）

1月15日：読売新聞
2月13日：千葉テレビ
2月24日～3月2日：J:COM（柏地
域）
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オンライン
ワークショップ

15

株式会社ジンジブとの協業

株式会社ジンジブとの協業で、オリジナルワークショップ「社会に出る前
に知っておきたいお金のこと」を夏休み期間中に計18回にわたってオ
ンラインで実施しました。

また、同社主催の「ジョブドラフトFes」にて本ワークショップの告知をお
こなうと同時に、参加された高校生のみなさんや学校関係者様に当機
構の金融教育を紹介させていただきました。



ワークショップ

第1回は、東京都文京区・武蔵野市、千葉県印西市・木更津市、香川
県、兵庫県、の5会場でワークショップを行いました。

国/公/私立の中学校、高等学校、大学およびそれに準ずる教育機
関など学校現場での出張授業も実施しました。
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大学生運営実行委員

多くの運営委員のメンバーが、FESコンテストの表彰式に至るま
での、ワークショップのサポートや高校の授業の登壇サポート、プ
レスリリースの投函、動画編集、SNS投稿等自主的に取り組んでく
れました。
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応募件数・一次審査基準

応募作品数 156件

応募学校数 42校

一次審査 動画の内容を以下3つの基準で審査し、ファイナ
リスト20作品を選出しました。

F: Fun
（楽しさ）

動画が視聴者に楽しさや興味をもたらすかどう
かを評価します。

E: Educational
（教育的価値）

動画がお金に関する有益な知識や情報を提供し
ているかどうかを評価します。

S: Shareable
（シェア可能性）

動画がSNSでシェアされやすく、他の人にも魅力
的であるかどうかを評価します。
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第１回FESコンテスト
ファイナリスト1（50音順）

 

1.「税金は何に使われているの？」池田 和奏さん  

（香蘭女学校中等科 3年） 

テーマ：納める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 買い物に行った女の子は 100円の商品が 110円で売っていることを不審に

思います。そこに現れた「お金の神」が女の子に消費税のことを教えま

す。女の子は消費税が国民の役に立っていることを知り、納得して 110円

支払いました。 

選出理由 小学生が実際に感じそうな不満に対して、税金の必要性を訴えて上手に答

えています。絵がうまく「お金の神」のキャラクターもユニークで、楽し

く学べる作品でした。 

運営者総評 正体のわからないお金を払うのはいやだという気持ちは大切です。消費税

は小学生も払う税金ですから、この作品の主人公のように、国民のために

使われることを知ったうえで払ってほしいと思います。おこづかいの範囲

での身近な買い物から、税金への理解を促す楽しい動画でした。 
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2.「ねぇねぇ、お年玉ってどう使う⁇」岡本 七海さん  

（団体応募代表者） 

（第一学院高等学校仙台キャンパス） 

テーマ：使う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 2千円のお年玉をもらった Aくんと Bくん。Aくんは 1軒目の店で全部使

ったので、次の店では何も買えませんでした。Bくんは 1軒目で半分しか

使わなかったので、次の店で別のものが買えました。 

お金は、貯めるお金と使うお金に分けるなどして計画的に使いましょう。 

選出理由 画面への文字の出し方が上手でした。また、イラストと実写を交互に使う

工夫で、場面が変わっていることがスムーズに理解できました。最後に

「まとめ」として、お金を使うときの注意点が整理されているので、有益

な情報として記憶に残ります。 

運営者総評 お年玉は年に 1回子どもが手にする大金です。それを題材にしたことで、

小学生の印象に残る動画になっていると思います。ただ、お年玉はお正月

に、おもに親や親戚から渡されるものであることを考えると、もらう場面

にもう一ひねりあってもよかったかもしれません。 

 

 

第１回FESコンテスト
ファイナリスト2（50音順）
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第１回FESコンテスト
ファイナリスト3（50音順）
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第１回FESコンテスト
ファイナリスト4（50音順）

22



 

 

5.「お金のとおりみち~つかい方と大切さ~」加藤せなさん  

（日本体育大学柏高等学校 1年） 

テーマ：使う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 おこづかいは、おうちの人が働いて手に入れたお金から出ています。そこか

ら出しているのはおこづかいだけではありません。それ以外の使い道には、

①生活費②娯楽費③自己投資費があります。お金は役立つものに使いましょ

う。 

選出理由 おうちの人ががんばって働いて得たお金なので無駄づかいをしないようにし

ようというのは、小学生なら必ず持っておきたい視点です。イラストを使っ

て、お金の使い道を楽しく伝えています。 

運営者総評 小学生にとって身近な「おこづかい」で話を始め、家計を支えている大人の

労働に思いをはせ、家計全体を考えて無駄づかいを戒めるという流れが明快

です。動画スタート直後の画面回転が個性的で、目を引きました。 

 

 

第１回FESコンテスト
ファイナリスト5（50音順）
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6.「税金を知ろう」小松 美羽さん 

（群馬県立中央中等教育学校 高校 1年） 

テーマ：納める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 税金について興味を持つきっかけとなるクイズで構成された動画です。ク

イズは段々レベルアップしていきます。最終問題は「小学生一人あたりに

使われる税金はどのくらい？」と、税金を自分ごととして考えさせる内容

になっています。 

選出理由 画面が全体的に美しく、イラストと文字のバランス、シンプルな色使いに

センスが感じられます。言いたいこともよく伝わり、ほかの人にもシェア

したいできばえです。 

運営者総評 音声のない動画でしたが、一画面の字数や字の大きさが適切で、見やすく

仕上がっています。クイズにも、小学生がお金に興味を持ちそうな工夫が

凝らされていました。 

 

第１回FESコンテスト
ファイナリスト6（50音順）
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7.「税金ってなに？先生が教えるよ！」酒寄 一輝さん  

（群馬県立高崎高等学校 1年） 

テーマ：納める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 小学生が学校の先生に「税金について教えて」と頼むところから話が始ま

ります。先生は答えます。 

● 税金は社会保障や教育など大事なことに使われている 

● 今は税金だけでは足らなくて、国は借金している 

● 納税は国民の義務である 

選出理由 先生に教えを請う子どもたちが一貫して不真面目だという点にユニークさ

を感じました。また、税金の大切さだけでなく、税金が足らないことに言

及している点にも独自性があります。 

運営者総評 1分間に多くの内容が盛り込まれていますが、イラストと文字をうまく使

ってわかりやすく伝えています。動画導入部分の「私にとって（税金から

お給料が出ているから税金は）生命線」と、最後のオチ「勉強の資金源を

断ちに（税金をなくせ）」は、税金について知ったばかりの小学生には難

しかったかもしれません。 

 

 

第１回FESコンテスト
ファイナリスト7（50音順）
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8.「推し事の金銭事情について」澁谷 朱音さん  

（木更津市立太田中学校 2年） 

テーマ：使う 

 

 

内容 澁谷さんは、お手伝いでもらったお金やおこづかいを趣味の推し活に上手

に使っています。その方法を動画にして紹介しました。毎月何にお金を使

うか計画していることなど、正しいお金の使い方が、具体的な事例として

伝えられています。 

選出理由 テーマに合う BGMが選定されており、その音量も適切でした。自分が実

践していることをとおして、お金を使って生活を楽しむ方法を伝えるとい

う目のつけどころがユニークです。お金の使い方をとおして作者の生活が

垣間見えたことで、一層楽しく視聴できました。 

運営者総評 お金を残すことを善とする応募作が多いなか、お金を上手に使って生活を

豊かにするという発想で具体例を出してきた本作品は目を引きました。ノ

ートの絵と文字をそのまま撮影して動画に仕立てる手法が可能であること

を証明した作品でもあります。 

 

 

 

第１回FESコンテスト
ファイナリスト8（50音順）
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9.「『つかいかた』いろいろあるよ！」十河 晴奈さん   

（兵庫県立御影高等学校 3年） 

テーマ：使う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 3人の子どもたちがお母さんに、本を買うお金をもらいました。 

1人目は古本屋さんでたくさん買いたい、2人目はレンタルでもっとお得

に読みたい、3人目は新しい本がいい、と言います。お母さんは、お金の

使い方に正誤はなく、人それぞれ。ただし、考えて使うことが大事だと子

どもたちに教えます。 

選出理由 自作のキャラクターがかわいい作品です。 

個々人の多様なお金の使い方を肯定している点に、あらためて気づきがあ

りました。 

運営者総評 本を読みたい場合の選択肢は多いですね。コロナ禍を経た今、「誰かが触

っている本は、いや」という 3人目の子に共感する方も一定数いるのでは

ないでしょうか。いやな物にお金を使うよう勧めることはできません。何

にお金をかけたいかは人それぞれだと考えさせてくれる、良い作品でし

た。 

 

 

第１回FESコンテスト
ファイナリスト9（50音順）
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10.「スマホ決済について知ってみよう！」高梨 美緒さん   

（青山学院横浜英和中学高等学校 高校 1年） 

テーマ：使う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 スマホ決済には、スマホタッチと QRコード決済の 2種類があり、なかに

は小学生に使えるものもあります。財布がいらない、ポイントがつくとい

ったメリットがありますが、使えない店があることには注意が必要です。

メリット・デメリットを知って、恩恵にあずかりましょう。 

選出理由 お金に代わってスマホで支払う仕組みやメリットを知りたい子どもの疑問

に応える内容となっています。動画上の文字が見えやすく、現れ方にも工

夫が見られ、わかりやすく仕上がっています。 

運営者総評 身近なところからお金に興味を持つきっかけとなるテーマで、着眼点が良

いと思います。スマホ決済を使いこなすのは大人になってから、またはお

うちの方と相談してから、などのひとことを入れてもよかったですね。 

 

 

 

第１回FESコンテスト
ファイナリスト10（50音順）
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第１回FESコンテスト
ファイナリスト11（50音順）

11.「マルチ商法に気をつけよう」髙橋亮羽さん 

 (団体応募代表者)   

（岐阜県立岐阜高等学校） 

テーマ：使う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 この動画では、マルチ商法とは何か、なぜ気をつけなければならないのか

が、高校生の演技によって伝えられます。 

多額のお金を出して怪しい商品を買い、知り合いをだまして売りつけるマル

チ商法。手を出すと、お金も信頼も失うことを教えてくれます。 

選出理由 理屈ではなくお芝居でマルチ商法がどういうものか教えており、小学生にと

って理解しやすい動画になっています。字幕による説明も簡潔で読みやす

く、マルチ商法はよくないものという印象を持ってもらえるはずです。小学

生にとって難解なマルチ商法の仕組みを教えるというチャレンジングな取り

組みに成功しています。 

運営者総

評 

若い人の間でマルチ商法をめぐるトラブルが増加しています。「まだ教えな

くて良い」と思っていたら、いつの間にか「もう知っておかねばならない」

状況になっています。子どもが大人の情報に容易に触れられる現代では、こ

の動画のように、世の中にあふれる怪しい商売について予防的に教える取り

組みは必要でしょう。 
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第１回FESコンテスト
ファイナリスト12（50音順）

12.「リボ太郎と一緒に『リボ払い』の危険について学ぼう！」田上 悠

二郎さん   

（日本体育大学柏高等学校 1年） 

テーマ：使う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 「リボ太郎」がリボ払いの危険を伝えます。毎月一定額を返済していくリ

ボ払いにすると、お金がなくても物を買えますが、お金を使っている感覚

がなくなってしまいます。手数料がかかり、なかなか返済が終わらないこ

とにも注意が必要です。 

選出理由 実写のキャラクター「リボ太郎」が、借金が払えないというつらい状況を

笑いに変え、リボ払いのデメリットを伝えます。思わずほかの人に紹介し

たくなる楽しい動画になっています。 

運営者総評 リボ払いをまだ知らない子どもたちも、リボ太郎の名前が印象に残ったの

ではないでしょうか。将来リボ払いを選択するか問われたときに、きっと

その危険さを思い出すでしょう。おもしろいだけでなく、教育的にも優れ

た作品でした。 
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13.「『稼ぐ=夢への近道』ってほんと！？」田中 絵里花さん 

（長崎市立長崎商業高等学校 3年） 

テーマ：稼ぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 将来の夢を語る子どもたち。夢をかなえるにはお金が必要だ、と現実的で

す。お金を手に入れるためには稼ぐアイディアを見つけなければ、と話が

はずみます。動画は、お金を稼ぎ、上手に使って貯金することは、夢を実

現させるスキルであるというメッセージを伝えます。 

選出理由 「稼ぐ」のは大人になってからなので、自分ごととして小学生に伝えるに

は工夫が必要です。この作品は、お金を子どもの将来の夢をかなえる手段

として扱っています。稼ぐことでどのような良いことがあるかを伝えてい

る点で、有益な作品です。 

運営者総評 夢をかなえるためにはお金が必要、だから働く、努力するという主旨の動

画で、子どもたちが「稼ぐ」ことに対してプラスのイメージを持てる内容

となっています。「夢に向かって努力すればお金が自然と手に入る」とも

言っているので、現時点での努力が大切だというメッセージも送っていま

す。全体的にポジティブな作品です。 

 

第１回FESコンテスト
ファイナリスト13（50音順）
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14.「お金の基本」田中 来実さん   

（頌栄女子学院高等学校 1年） 

テーマ：使う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 お母さんからお金を渡される男の子。お金をうまく使えません。 

● おかずを買うように言われたのにお菓子を買ってしまう 

● お金が足らないほどたくさんのお菓子を買おうとする 

● もらったおこづかいを全部クレーンゲームで使った 

お金を使うときは、V「価値」A「量」P「目的」を考えましょう。 

選出理由 おつかいやおこづかいといった、小学生がお金にかかわる機会で起こりそ

うな 3つの例をイラストで表し、お金を使うときの注意点をうまく伝えて

います。また、アニメーションが上手に使われており、見ていて楽しい動

画になりました。 

運営者総評 3つの事例が同じパターンでテンポよく進み、見ていて安心感がありまし

た。最後に、注意すべき点を英単語にして頭文字をとって並べ、視聴者の

印象に残るような工夫をしている点も良かったと思います。 

 

 

 

 

第１回FESコンテスト
ファイナリスト14（50音順）
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15.「消費税とは？」中軽米 陽向さん    

（頌栄女子学院高等学校 1年） 

テーマ：納める 

 

 

 

内容 消費税を知らなかったマリー・アントワネットさんは、手元の 100円で

98円のクロワッサンを買おうとしたら、店員に「105円です」と言われ

ます。いったいなぜ？そこから消費税や税金について説明が始まります。 

みなさんも、税込み価格と本体価格の違いに気をつけましょう。 

選出理由 個性的な絵柄のアニメーションで、買い物する主人公の姿と行動のギャッ

プが笑いを誘います。飽きさせない展開で税込み価格と本体価格の違いを

見せてくれました。 

運営者総評 コンビニに入るときの音や後半の音楽の使い方がうまく、高い画力で描か

れたイラストを引き立てています。ストーリーで興味をひいて最後に税金

について解説する手法も見事でした。 

 

 

第１回FESコンテスト
ファイナリスト15（50音順）
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16.「稼ぐクイズ~全問正解を目指そう！！~」西 美咲さん  

（木更津市立岩根中学校 3年） 

テーマ：稼ぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 小学生がお金に興味を持つよう工夫されたクイズが展開されます。 

難しいことは中学・高校で習うから、今は興味を持つだけでよいと動画の

意図を伝えます。ゲームやおもちゃはお父さんやお母さんが働いたお金で

買っているので、お金について学んだことをきっかけに、「ありがとう」

と言うことを勧めています。 

選出理由 ゲーム風の画面から、音楽に乗って繰り出されるクイズが楽しい動画でし

た。「稼ぐ」に関係する 3つのクイズは笑わせる選択肢のものから政府統

計の引用まで、チョイスと並べ方が絶妙で、シェアしたくなる内容でし

た。 

運営者総評 稼ぐことは働くことだと明言しますが、これだけでは今働けない小学生に

とっては「関係ない」で終わってしまいます。しかし、働いてお金を稼い

でくれている大人に感謝することならできます。最後に行動を促している

ところが上手だと思いました。 

 

 

第１回FESコンテスト
ファイナリスト16（50音順）
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17.「ぶたくんの貯金講座」馬場 音和さん  

（名古屋市立沢上中学校 1年） 

テーマ：貯める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 「いぬくん」が「ぶたくん」にお金の貯め方を教えてほしいと懇願しま

す。ぶたくんが教えてくれたことは 4つあります。 

● いくらもらっていくら使うかわかっておく 

● おこづかいをもらったらすぐ半分貯める 

● 欲しいものがあってもすぐには買わない 

● 目標を決める 

選出理由 ぶたくんのお金の貯め方は大人にも通用し、子どももすぐに実践できる有

益な知識です。かわいい手書きキャラクターは小学生に人気が出そうで、

かわいい声も好感度を高めています。 

運営者総評 上手にお金を貯める方法は、小学生のころ身につけるにふさわしい知恵で

す。使うお金を減らす苦痛は、目標を立てれば楽しいものに変わるでしょ

う。大変ためになる作品です。 

 

 

 

第１回FESコンテスト
ファイナリスト17（50音順）
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第１回FESコンテスト
ファイナリスト18（50音順）
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19.「買い物で地球を守る⁉」𠮷川 咲希さん（団体応募代表者） 

（開智中学・高等学校） 

テーマ：使う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 自動販売機で飲み物を買うからといって水筒を持たずに出かける女の子。

もう一人の女の子から「エシカル消費」の話を聞きます。SDGsの「つく

る責任・つかう責任」にあたり、地球にやさしいのだそうです。それを知

った女の子は水筒を持って出かけることにします。２人は「身近なことか

らやってみてね」とみんなに呼びかけます。 

選出理由 環境問題や SDGsの観点ではよく聞く話ですが、それをお金の使い方と

結びつけたところに意義があります。イラスト、実写、写真などをまじえ

ており、楽しく学べる動画に仕上がっています。 

運営者総評 多くのことを 1分間で手際よく伝えています。画面に出す文字の大きさや

色、タイミングもよく、内容がよく頭に入りました。自分の行動が大きな

ことを動かす一歩になるとみんなが気づける作品になっています。 

 

 

第１回FESコンテスト
ファイナリスト19（50音順）
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20.「お金ってどうやって増やすの？」陸 嘉浩さん  

（学校法人市川学園 市川中学校・高等学校 中学 1年） 

テーマ：増やす 

 

 

 
 

 

内容 小学生にもおなじみの「任天堂」株を例に、投資でお金が増える理由を説

明します。「株を買うことは会社の一部を買うこと。そのお金を使って会

社の売上が増えたら、会社の一部の価値も増えます」という本格的な解説

に続いて、「投資で会社を手伝ったから、お金を増やして返してくれる」

とわかりやすい表現も使っています。 

選出理由 「増やす」をテーマにした作品が少ないなか、「投資ってすごそう」「株

式って何？」と、投資に関心を持ってもらえるような情報提供ができてい

ます。 

運営者総評 小学生にとってまだ株式投資は遠い存在です。しかし、お金を増やしたい

とは多くの子どもが思っているでしょう。任天堂のお手伝いというパワー

ワードと、ばらまかれる紙幣の映像、株価を表すモニター画面には、視聴

する小学生の興味を惹きつける力が感じられます。また、株について「大

人になったら」「お金を増やす一つの手段として」と言っている周到さに

も感心させられました。 

 

第１回FESコンテスト
ファイナリスト20（50音順）

38



最終審査・審査員

最終審査 一次審査を通過した20作品を以下の観点でさらに審査し、
動画8作品と学校賞1校を選出しました。審査は4名の審査
員と大学生実行委員会によっておこなわれました。

Impact（インパクト） 作品が、見ている人に与える影響の深さや大きさを評価し
ます。動画を見た後に行動を起こすきっかけを与えるような
内容であるか、見た人の考え方や意識を変えるような力が
あるかを見ます。

Creativity（創造性） 作品のオリジナリティや独自性を評価します。視覚的な表現
方法や演出など、創造的な表現や独自の視点などを見ます。

Execution（実行力） 作品の制作技術を評価します。映像のクオリティ、編集の流
れ、音声の明瞭さなどを見ます。

審査員 最終審査の審査員は、以下4名の方々です（五十音順）。

仲木 威雄氏 レオス・キャピタルワークス株式会社 チーフリスナー

西浦 明子氏 軒先株式会社 代表取締役

真鍋 康正氏 高松琴平電気鉄道株式会社 代表取締役社長

山中 伸枝氏 FP相談ねっと 代表
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表彰式・懇親会

表彰式開催日 2023年11月26日 （日）

場所 CPA会計学院
（FESコンテストの趣旨に賛同いただき会場提供いただきました）

東京都新宿区新宿3-14-20 新宿テアトルビル4F

参加者 参加者 受賞者・引率の先生・保護者・審査員・協賛企業の方々

最終審査で残った8作品の作者が動画制作にかけた情熱や工夫した点を
順にプレゼンし、動画を披露しました。
受賞者がそれぞれ想いを込めたプレゼンに応えるように、審査員の方々
から講評をいただき、会場は大いに盛り上がりました。

表彰式は大学生実行委員が主導し、事前準備をはじめ当日の会場設営、
司会、受付、受賞者や審査員の方との調整などを行いました。

表彰式後の懇親会では、立食形式の食事をしながら参加した生徒同士の
交流や審査員や企業の方々、学校関係者、保護者の皆さまとの交流を行
いました。
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第１回FESコンテスト
受賞作品 最優秀賞
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第１回FESコンテスト
受賞作品 優秀賞
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第１回FESコンテスト
受賞作品 優秀賞
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第１回FESコンテスト
受賞作品 万博賞
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第１回FESコンテスト
受賞作品 奨励賞
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第１回FESコンテスト
受賞作品 奨励賞
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第１回FESコンテスト
受賞作品 審査員特別賞
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第１回FESコンテスト
受賞作品クリエイター賞
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第１回FESコンテスト
受賞作品 最優秀校賞

「日本体育大学柏高等学校」

副賞として、第1回FESコンテストの審査員で、金融業界で活躍しながら独立リーグ
の代表理事を務める仲木威雄氏2/13(火)の「NISA(ニーサ)の日」に「アスリートと
お金の関係についての講話」を実施し、当日の様子は千葉テレビとJ:COMに取材い
ただきました。
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総括

第1回FESコンテストは、中高生が小学生のために、お金の8つの
力のうちの一つを選び60秒以内の縦型動画を制作しました。

全156作品の応募があり、税金の使用目的、お年玉の賢い使い方、
消費と浪費の違い、ふるさと納税の意義、スマホ決済の利便性と
いった多岐にわたるテーマが取り上げられました。

参加作品は、教育的な内容とクリエイティビティの両方で評価され、
小学生にとって興味深く、かつ有益な情報が提供されました。

このコンテストは、子どもたちがお金に関する知識を楽しく学ぶこ
とができる貴重な機会を提供しました。

特に、消費税の理解、貯金の重要性、お金の計画的な使い方など、
日常生活に密接に関連するテーマの作品が多く、参加者による独
自の解釈と創造性が際立っていました。

また、アニメーション、実写、クイズ形式など、様々な表現手法が使
われ、各作品のメッセージを効果的に伝えていました。
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今後の展望・計画

現場の教員の先生方からFESコンテストに関与したいという積極
的な声にお応えする為、次回の第2回開催より「教員アンバサ
ダー」を任命することになりました。

次回のコンテストでは、参加作品数を500作品に増やすことを目
標としており、この目標達成のために、教員アンバサダーの協力を
得て、夏休みの宿題プロジェクトとしてコンテストへの参加を促し
ます。教員アンバサダーは、学校でのお金に関する教育を促進し、
子どもたちがお金の8つの力を自立的に学び、ICTを活用し縦型
動画でアウトプットすることを支援する役割を果たします。合わせ
て当機構の認定講師による出前授業や地域でのワークショップを
開催し、より多くの子どもたちがコンテストに参加する機会を提供
できると考えて、更なる展開を想定しています。

金融教育という分野は「金融」と「教育」の両方の側面があります
が、今までは金融の側面が強調されてきました。本プログラムは、
教育の面を強調することで、学校現場の先生方が通常の授業の中
で金融教育を行えるように工夫しています。「FESコンテスト教員
アンバサダー」の先生方は、自分の学校の生徒たちへのアプローチ
だけでなく、横のつながりもあることでその教育現場からの金融
教育の輪が大きく広がりやすくなります。

第1回FESコンテストの成功を踏まえ、今後の計画では参加者の
サポートを強化し、作品の多様性と質をさらに高めることを目指
します。教育現場との連携を深めることで、子どもたちがお金に関
する知識を楽しみながら学び、日常生活で役立てることができる
ようになることを期待しています。

ご参考：
第2回開催に向けたイメージ動画

FESコンテスト オープニング
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主催者よりごあいさつ

一般社団法人日本金融教育支援機構は「人生の選択肢を増やす金融教育を」
理念に、日本に住む幅広い世代が豊かな生活を送ることを目標に、2022年
12月に設立いたしました。

アメリカやイギリスでは当たり前のようにおこなわれている金融教育も、日本
では古くから「お金＝不浄のもの」といった考え方は今なお根強く、金融教育
どころか子供の前ではお金の話は避ける傾向があります。またお金について
の考え方は家族の価値観が強く反映され、連鎖するものであることも事実で
す。

金融に関する知識や能力についての金融リテラシー調査2022年の調査結
果によると、「金融教育を受けたことがある」と認識している人の割合は、ア
メリカで20％なのに対し、日本では7％です。さらに「金融知識に自信がある
人」の割合においては、アメリカ71％に対し、日本ではわずか12％となって
います。

金融教育は、2022年4月に文部科学省が定める「学習指導要領」の改訂に
より、高校生の家庭科にて必修化となりました。それよりも早い2017年度の
学習指導要領で、小学校では「家庭」、中学校では「技術・家庭（家庭分野）」に
「消費生活・環境」として明記されており、高等学校でもようやく導入されたこ
とが話題になりました。これは成年年齢が18歳に引き下げになったことが、
大きく影響しております。

当機構では、活動を通じて制定したお金に関する「使う」「稼ぐ」「納める」「貯
める」「備える」「贈る」「借りる」「増やす」の8つの力を総合的に育成し、社会で
生き抜く力を習得できる環境を構築してまいります。

当機構のメンバーの多くは地方出身者です。進学や就職で東京へ来たものの、
常に地元を気に掛けていて、チャンスがあれば地元に貢献したい。そんな熱
い想いをもったメンバーばかりです。収入や地域格差で生じる「情報の乖離」
を埋めることや、「日本の将来に貢献できるような投資をしたい」「Uターンは
叶わないものの地元の子供たちに貢献したい」「自分たちの力で自分の選択
肢を増やし、そしてその中でしっかりと選び取っていくことを応援したい。」金
融教育の振興により、肯定的な人生を歩む未来の子供が増えていくこと、そ
んな未来を創造すべく、日本全国どこの地域にいても、人々が、明るく、楽し
く生活できる環境づくりを目指してまいります。

また国の推奨する制度である、確定拠出年金や新NISA制度を通して、金融
商品と正しく付き合える国民が増えていくことを心から願っております。

当団体の活動を応援くださる皆様へのご挨拶とさせていただきます。

代表理事 平井 梨沙
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運営協力者（敬称略）

正会員 認定講師（五十音順）

秋葉 裕幸

大竹 明彦

大場 実

佐藤 彰

高野 具子

仲岡 由麗江
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実施報告書執筆協力者

赤川萌（大学生運営実行委員）

久米里佳（大学生運営実行委員）

八木満里子（正会員 認定講師）

西園有加（株式会社ファミスク）

理事

平井梨沙

阿部奈々

中林友美

監事

真鍋康正

事務局長

岩井純一

大学生運営実行委員

茂木 隼人 明治大学大学院 2年生

平山 智也 國學院大學 4年生

田所 翠 早稲田大学 4年生

高鹿 綾華 慶應義塾大学 4年生

森 さくら 獨協大学 3年生

花木 瑠音 明治大学 3年生

井上 結花 明治大学 3年生

近藤 穂 関西大学 3年生

秋間 安美香 立教大学 3年生

鈴木 理央 駒澤大学 3年生

三宅 杏奈 関西大学 3年生

田中アリーネ愛弓 関西学院大学 3年生

長友 陽奈子 早稲田大学 3年生

若林 柚希 西南学院大学 3年生

坂井 愛 南山大学 3年生

佐藤 友美 北海学園大学 3年生

久米 里佳 慶應義塾大学 2年生

牧田 未来 フェリス女学院大学 2年生

髙田 真梨奈 武蔵大学 2年生

小西 紗礼 中央大学 2年生

渡辺 梨子 東京女子大学 2年生

藤井 美羽 神戸女子大学 2年生

赤川 萌 青山学院大学 1年生



運営協力団体（敬称略）

助成

協賛（シルバー）

協賛（ブロンス）

協力

後援

会場提供
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